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一

⑥
地
方
自
治
体
の
経
営
組
織
研
究

木
村
克
己

は
じ
め
に

　
従
来
、
自
治
体
に
は
官
と
民
と
い
う
二
分
法
的
な
概

念
が
適
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
自
治
体
は
官
の
一
部

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
実

態
は
官
と
民
の
間
の
厳
格
な
区
分
は
存
在
し
な
い
の
で

あ
り
、
そ
の
間
隙
に
は
広
大
な
区
分
不
可
能
な
領
域
が

あ
る
。
自
治
体
は
一
方
で
新
規
事
業
を
起
こ
し
な
が
ら

他
方
で
、
民
間
委
託
、
官
設
民
営
を
す
す
め
事
業
主
体

を
移
転
す
る
な
ど
の
努
力
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
自
治

体
に
と
っ
て
こ
の
区
分
不
可
能
な
領
域
に
対
す
る
対
処

は
今
後
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
今
後
一
層
増
大
す
る

反
面
、
何
か
行
政
の
適
正
な
役
割
な
の
か
も
近
年
厳
し

く
問
わ
れ
続
け
て
い
る
。
そ
こ
で
今
後
自
治
体
で
は
な

い
一
定
の
第
三
セ
ク
タ
ー
の
活
用
が
盛
ん
に
な
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
例
え
ば
、
懸
案
で
あ
っ
た
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
平
成
三
年
四
月
二
日
に
公
布
施
行
さ
れ

は
じ
め
に

研
究
内
容

調
査
結
果
の
概
要

ま
と
め

お
わ
り
に研

究
内
容

た
。
そ
の
中
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
公
の
施
設
の
管

理
を
委
託
で
き
る
団
体
と
し
て
従
来
の
公
共
団
体
ま
た

は
公
共
的
団
体
に
加
え
て
、
一
定
の
第
三
セ
ク
タ
ー
が

追
加
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、

株
式
会
社
で
あ
っ
て
も
公
の
施
設
の
管
理
委
託
が
受
け

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
た
効
率
的
な
管
理
運
営
を
図
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
公
の
施
設
の
管
理
受
託
者
の

裁
量
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
。
（
地
方
自
治
法
二
四
四
条

の
二
、
地
方
自
治
法
施
行
令
一
七
三
条
の
三
参
照
）

　
こ
う
い
っ
た
傾
向
は
、
官
と
し
て
の
、
厳
密
な
内
部

管
理
の
み
を
重
視
す
る
官
僚
制
モ
デ
ル
が
重
要
性
を
失
っ

て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
状
況
に
適
応
し
よ
う
と

変
化
の
過
程
に
あ
る
自
治
体
に
は
、
民
と
し
て
の
、
経

営
学
に
傾
斜
し
た
研
究
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　
な
お
こ
の
論
文
の
表
題
に
お
い
て
「
地
方
自
治
体
の

経
営
組
織
研
究
」
と
つ
け
た
の
は
、
地
方
自
治
体
の
研

究
を
従
来
の
「
行
政
組
織
研
究
」
と
は
違
っ
た
経
営
の

切
り
口
か
ら
の
研
究
を
志
向
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

①
－
今
回
の
調
査
に
対
す
る
期
待

　
今
回
、
私
は
自
治
体
の
事
業
運
営
の
現
場
に
お
け
る

意
志
決
定
で
、
中
心
的
役
割
を
も
っ
て
い
る
課
長
の
行

動
と
、
そ
の
部
下
の
係
長
の
感
じ
た
課
長
の
行
動
へ
の

反
応
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
現
場
の
情
報
が
早
く

体
系
的
に
入
っ
て
く
る
各
課
長
の
行
動
・
認
識
の
あ
り

方
が
、
状
況
へ
の
組
織
的
適
応
に
影
響
甚
大
で
あ
る
と

の
立
場
で
こ
の
調
査
を
行
っ
た
。

②
－
研
究
目
的

　
研
究
目
的
は
、
変
化
の
過
程
に
あ
る
自
治
体
を
理
論

的
に
支
え
る
組
織
モ
デ
ル
を
模
索
す
る
こ
と
に
お
い
た
。

そ
の
た
め
に
行
政
管
理
者
に
特
有
な
傾
向
を
、
企
業
管

理
者
と
の
比
較
に
お
い
て
発
見
す
る
こ
と
を
志
向
し
た
。

た
だ
し
企
業
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
と
比
較
す
る
企
業
内
の
指
標
と
し
て
、
そ

の
企
業
の
損
益
計
算
書
や
貸
借
対
照
表
か
ら
作
成
さ
れ
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行
政
管
理
者
の
意
識
調
査
に

関
す
る
中
間
報
告

二 一二三四五
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③
－
調
査
項
目

　
調
査
項
目
作
成
に
当
た
っ
て
は
、

三
隅
二
不
二
（
み
す
み
　
じ
ふ
じ
）
著

『
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
行
動
の
科
学
」

（
改
訂
版
）
有
斐
閣
』
を
基
に
、
区
役

所
へ
の
勤
務
者
を
対
象
に
す
る
た
め

の
改
変
を
行
っ
た
（
調
査
対
象
者
の

部
下
の
評
価
に
よ
る
意
識
調
査
）
。

　
さ
ら
に
組
織
の
内
部
的
意
志
決
定

に
影
響
力
の
強
い
課
長
は
ど
の
よ
う

な
行
動
を
と
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
、
独
自
の
指
標
で
分
析
を
試
み
た
。

今
回
の
報
告
に
お
い
て
は
後
者
に
つ

い
て
の
報
告
を
中
心
に
行
っ
た
。

（
具
体
的
な
調
査
項
目
は
別
表
参
照
）

調査項目

係長に対する質問

る
指
標
が
厳
然
と
存
在
す
る
の
で
、

そ
れ
ら
会
計
関
係
資
料
を
素
材
に
し

て
管
理
者
の
行
動
と
企
業
へ
の
貢
献

度
と
の
間
の
関
係
を
分
析
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
行

政
管
理
者
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
比
較
す
べ
き
厳
然
た
る

指
標
が
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
、
企

業
の
会
計
関
係
資
料
に
か
わ
る
指
標

の
一
つ
を
提
示
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

課長に対する質問
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Q1　あなたの上司は、その日の仕事の計画や内容を知らせてくれますか？
Q2　あなたの上司は、毎日の目標達成の為の計画等をどの程度綿密に立てていますか？

Q3　あなたの上司は、仕事を与えるときに、いつまでに仕上げれば良いかを明確にしますか？
Q4　あなたの上司は、仕事に必要な知識や研究のやり方を教えますか？

Q5　あなたの上司は、業務上の問題処理について、新しい解決の仕方を示してくれますか？
Q6　あなたの上司は、あなたが担当している業務のことをよく知っていますか？

Q7　あなたの上司は、あなたの仕事に関してどの程度、指示、命令を与えますか？
Q8　あなたの上司は、普段と違った処理が必要な時、臨機応変の処理をしますか？

Q9　あなたの上司は、規則に定められていることに、あなたが従うことをやかましく言いますか？
Q10　あなたの上司は、仕事量（能率）のことをやかましく言いますか？

Q11　あなたの上司は、区役所全体の動きについて知らせてくれますか？
Q12　あなたの上司は、その上司に対して発言力、影響力を持っていますか？

Q13　あなたの上司は、あなたに対して好意的な感じを持っていると思いますか？
Q14　あなたの上司は、あなたを信頼していると思いますか？

Q15　全般的に見て、あなたの上司は、あなたを支持してくれますか？
Q16　あなたは、仕事のことで、あなたの上司と気軽に話し合うことができますか？
Q17　あなたの上司は、あなたが優れた仕事をしたときは、それを認めてくれますか？

Q18　あなたの上司は、あなたの職場で問題が起こったとき、あなたの意見を求めますか？

Ｑ19　あなたの上司は、配置転換等、あなたの将来について気を配ってくれますか？
Q20　あなたの上司は、部下の立場を理解しようとしますか？
Q21　あなたの上司は、個人的な問題について気を配ってくれますか？

Q22　あなたの上司は、あなたがたを公平に取り扱ってくれますか？

Q1　あなたは部下にその日の仕事の計画や内容を知らせますか？
Q2　あなたは、毎月の目標達成の為の計画または業務遂行計画をどの程度綿密に立てていますか？

Q3　あなたは部下に仕事を与えるときに、いつまでに仕上げれば良いかを明確にしますか？
Q4　あなたは部下に仕事に必要な知識や研究のやり方を教えますか？

Q5　あなたは部下に業務上の問題処理についてのアイデアや資料を示していますか？
Q6　あなたは部下が担当している業務（＝担務、内容、進行状況）のことをよく知っていますか？

Q7　あなたは部下の仕事に関して、どの程度指示、命令を与えますか？
Q8　あなたは、普段と違った処理が必要な時、臨機応変の処置を取りますか？

Q9　あなたは規則に定められていることに、部下が従うことにやかましく言いますか？
Q10　あなたは部下に仕事量（能率）のことをやかましく言いますか？
o11　あなたは区役所全体の動きについて部下に知らせてくれますか？

Q12　あなたは、あなたの上司に対して発言力、影響力を持っていますか？
Q13　あなたは部下に対してして好意的な感じを持っていますか？

Q14　あなたは部下を信頼していますか？
Q15　全般的に見て、あなたは部下を支持していますか？

Q16　部下は、仕事のことで、あなたと気軽に話し合いますか？
Q17　あなたは、あなたが優れた仕事をしたときは、それを認めていますか？

Q18　あなたの職場で問題が起こったとき、あなたは部下の意見を求めますか？
Q19　あなたは配置転換等、部下の将来について気を配っていますか？

Q20　あなたは、部下の立場を理解しようとしますか？
Q21　あなたは部下の個人的（公私の）問題について気を配っていますか？
Q22　あなたは部下を公平に取り扱っていますか？

回答はすべて５点尺度法で得た。
⑤＝非常にそう思う④＝かなりそう思う③＝どちらともいえない②＝あまりそう思わない①＝そうおもわない



④
－
調
査
設
計
に
つ
い
て

　
調
査
地
域
　
横
浜
市
全
域

　
調
査
対
象
　
横
浜
市
内
の
全
区
役
所
（
十
六
区
、
一

　
　
　
　
　
　
支
所
）
の
全
課
長
百
八
十
人
と
係
長
三

　
　
　
　
　
　
百
七
十
四
人

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
元
年
度
版
職
員
録
よ
り
）

　
抽
出
方
法
　
調
査
対
象
者
が
少
な
い
た
め
抽
出
は
行

　
　
　
　
　
　
わ
ず
全
員
を
調
査
対
象
と
す
る
。

　
調
査
方
法
　
郵
送
法
に
よ
る
。
課
長
に
は
「
あ
な
た

　
　
　
　
　
　
は
」
で
始
ま
る
質
問
用
紙
を
、
係
長
に

　
　
　
　
　
　
は
「
あ
な
た
の
上
司
は
」
で
始
ま
る
質

　
　
　
　
　
　
問
用
紙
を
送
付
、
回
収

　
調
査
時
期
　
一
九
八
九
年
十
月
一
日
～
十
二
月
二
十

　
　
　
　
　
　
八
日

三

調
査
結
果
の
概
要

①
－
「
組
織
の
決
定
へ
の
影
響
力
」
を
指
標
に
使
う

　
回
収
結
果
は
、
係
長
は
三
百
七
十
四
人
中
百
七
十
七

人
か
ら
有
効
回
答
を
得
た
（
四
七
・
三
％
）
。
課
長
は

百
八
十
人
中
八
十
四
人
か
ら
有
効
回
答
を
得
た
（
四
六
・

六
％
）
。

　
今
回
の
調
査
で
特
に
私
か
指
標
に
使
っ
た
質
問
項
目

は
、
係
長
に
対
し
て
行
っ
た
「
Q
1
2
」
で
あ
っ
た
。

「
あ
な
た
の
上
司
は
、
そ
の
上
司
に
対
し
て
発
言
力
、

影
響
力
を
持
っ
て
い
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て

百
七
十
七
人
の
係
長
の
う
ち
十
九
人
が
「
非
常
に
（
発

言
力
、
影
響
力
を
）
持
っ
て
い
る
」
と
答
え
て
お
り
、

「
か
な
り
持
っ
て
い
る
」
が
四
十
三
人
、
以
下
「
ふ
つ

う
程
度
持
っ
て
い
る
」
九
十
人
、
「
ほ
と
ん
ど
持
っ
て

い
な
い
」
十
四
人
、
「
ま
っ
た
く
持
っ
て
い
な
い
」
八

人
、
無
回
答
三
人
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
係
長
へ
の
質
問
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
た
係
長
の

グ
ル
ー
プ
相
互
間
、
及
び
直
属
上
司
で
あ
る
課
長
の
グ

ル
ー
プ
相
互
間
の
比
較
調
査
を
行
っ
た
の
が
今
回
の
研

究
手
法
で
あ
る
。

　
今
日
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
影
響
力
や
パ
ワ
ー

と
い
う
概
念
に
関
連
さ
せ
て
定
義
す
る
こ
と
が
普
通
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

「
目
標
達
成
に
む
け
て
人
々
に
影
響
を
及
ぼ
す
プ
ロ
セ

ス
」
と
定
義
す
る
。

　
リ
ー
ダ
ー
は
組
織
か
ら
付
与
さ
れ
た
パ
ワ
ー
や
個
人

の
持
つ
パ
ワ
ー
を
使
っ
て
フ
ォ
ロ
ワ
ー
に
影
響
を
与
え

る
。
フ
ォ
ロ
ワ
ー
は
そ
れ
を
受
け
て
行
動
変
化
等
の
組

織
に
有
益
な
活
動
を
す
す
め
て
ゆ
く
。
つ
ま
り
上
司
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
部
下
の
認
知
に
よ
っ
て
は
じ
め

て
結
果
に
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。
部
下
の
認
知
し
た
上

司
の
行
動
が
部
下
に
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
点
か
ら
み
て
、
日
頃
一
緒
に
仕
事
を
し
て
上
司
の

や
り
と
り
を
見
聞
き
し
て
い
る
部
下
が
判
断
し
た
「
組

織
の
決
定
に
影
響
力
が
あ
る
課
長
」
か
否
か
の
判
断
が
、

組
織
全
体
へ
の
貢
献
度
が
大
き
い
課
長
か
否
か
の
指
標

と
し
て
使
え
る
も
の
と
仮
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
部
下
に
よ
っ
て
「
そ
の
上
司
に
非
常
に
影
響
力
が
あ

る
」
と
さ
れ
た
課
長
十
九
人
の
う
ち
、
課
長
か
ら
の
自

己
評
価
が
得
ら
れ
た
の
は
十
人
で
あ
っ
た
。
私
は
こ
の

十
人
の
グ
ル
ー
プ
を
「
組
織
の
決
定
に
影
響
力
の
あ
る

課
長
グ
ル
ー
フ
」
と
仮
定
し
た
（
表
－
１
、
２
）
。
ま

た
部
下
に
よ
っ
て
「
そ
の
上
司
に
ほ
と
ん
ど
影
響
力
が

な
い
」
　
「
ま
っ
た
く
影
響
力
が
な
い
」
と
さ
れ
た
課
長

二
十
二
人
の
う
ち
、
課
長
か
ら
の
自
己
評
価
が
得
ら
れ

て
い
た
の
は
八
人
で
あ
っ
た
。
私
は
、
こ
の
八
人
の
グ
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｢組織の決定に影響力のある課長｣グループの係長

への各質問の平均得点

｢組織の決定に影響力のある課長｣の自己評価の

平均得点
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表-１

表-２
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ル
ー
プ
を
「
組
織
の
決
定
に
影
響
力
の
な
い
課
長
グ
ル
ー

プ
」
と
仮
定
し
た
（
表
－
３
、
４
）
。

②
－
「
組
織
の
決
定
に
影
響
力
の
あ
る
課
長
」
の
自
己

　
　
評
価
は
、
係
長
の
評
価
よ
り
も
低
い

　
　
「
組
織
の
決
定
に
影
響
力
の
あ
る
課
長
グ
ル
ー
プ
」

に
見
ら
れ
た
最
大
の
特
徴
は
、
部
下
の
方
が
自
己
評
価

よ
り
も
高
い
評
価
を
付
け
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
部

下
で
あ
る
係
長
に
よ
る
課
長
の
評
価
が
、
全
平
均
得
点

四
・
二
一
で
あ
る
に
対
し
て
、
課
長
自
身
に
よ
る
自
己

表‐3「組織の決定に影響力のない課長」グループの係長

　　　　の各質問の平均得点

｢組織の決定に影響力のない課長｣の自己評価の

平均得点

表-4

評
価
得
点
の
全
平
均
得
点
は
三
・
八
一
と
低
い
の
で
あ

る
。
後
で
も
問
題
に
す
る
が
こ
れ
は
非
常
に
特
徴
的
な

こ
と
で
あ
る
（
図
－
１
）
。

　
第
二
の
特
徴
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
直
属
の
係
長
に
対

す
る
Ｑ
１
～
Q
1
2
ま
で
の
質
問
項
目
（
業
績
志
向
度
）

の
平
均
得
点
と
、
Q
1
3
～
Q
2
2
ま
で
の
質
問
項
目
（
組

織
維
持
志
向
度
）
の
平
均
得
点
は
、
共
に
全
係
長
に
対

す
る
質
問
項
目
の
平
均
値
よ
り
も
高
か
っ
た
こ
と
で
あ

図‐１　「組織の決定に影響力のある課長」の自己評価とその部下による評価

る
（
図
－
２
）
。

　
第
三
の
特
徴
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
課
長
の

自
己
評
価
と
直
属
の
係
長
に
よ
る
部
下
評
価
と
の
平
均

開
差
は
、
「
組
織
の
決
定
に
影
響
力
の
な
い
課
長
グ
ル
ー

プ
」
と
比
べ
て
低
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
組

織
の
決
定
に
影
響
力
の
あ
る
課
長
グ
ル
ー
プ
」
に
属
す

る
課
長
と
そ
の
部
下
の
係
長
の
平
均
開
差
＝
〇
・
四
四

五
に
対
し
て
、
「
組
織
の
決
定
に
影
響
力
の
な
い
課
長
」

図‐２「組織の決定に影響力のある課長」グループの係長への質問の平均得点と全係長の平均点
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グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
課
長
と
係
長
の
平
均
開
差
＝
一
・

三
九
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
平
均
開
差
が
大
き
い
ほ
ど
同
じ
問
題
に
つ
い
て

の
本
人
の
認
識
と
部
下
の
認
識
に
開
き
が
で
て
く
る
こ

と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
両
者
の
誤
解
か
ら
仕
事
に
も
悪

影
響
が
で
て
く
る
も
の
と
想
像
で
き
る
。
「
組
織
の
決

定
に
影
響
力
の
あ
る
課
長
グ
ル
ー
プ
」
が
「
組
織
の
決

定
に
影
響
力
の
な
い
課
長
グ
ル
ー
プ
」
と
比
べ
て
格
段

に
平
均
開
差
が
小
さ
い
の
は
納
得
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

表一５　係長全員の平均得点

表－６　課長全員の平均得点

③
－
全
課
長
の
自
己
評
価
は
、
全
係
長
の
評
価
よ
り
も

　
　
高
い

　
つ
ぎ
に
有
効
回
答
が
得
ら
れ
た
全
課
長
と
全
係
長
の

分
析
を
行
う
（
表
－
５
、
６
）
。

　
有
効
回
答
が
得
ら
れ
た
全
課
長
と
全
係
長
の
平
均
値

に
見
ら
れ
た
特
徴
は
、
課
長
の
自
己
評
価
が
部
下
に
よ

る
他
人
評
価
よ
り
も
高
い
評
価
を
付
け
た
こ
と
で
あ
る
。

部
下
で
あ
る
係
長
に
よ
る
課
長
の
評
価
の
全
平
均
得
点

図‐３　係長全員の平均得点と課長全員の平均得点

は
三
・
四
七
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
課
長
自
身
に
よ
る

自
己
評
価
の
全
平
均
得
点
の
方
が
三
・
八
二
と
高
い
。

「
業
績
志
向
度
」
の
質
問
に
つ
い
て
も
「
組
織
維
持
志

向
度
」
の
質
問
に
つ
い
て
も
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
三
隅
の
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
行
動
の
科
学
」
（
前
掲

書
百
二
十
七
～
百
三
十
ペ
ー
ジ
、
一
九
七
〇
年
の
三
隅

と
一
九
七
二
年
の
三
隅
・
藤
田
に
よ
る
研
究
）
に
お
い

て
も
、
有
意
に
自
己
評
定
値
が
、
部
下
評
定
値
よ
り
も

図‐４　「組織の決定に影響力のない課長」の自己評価とその部下による評価
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高
く
過
大
評
価
し
て
い
た
こ
と
を
見
い
だ
し
て
い
る
。

「
こ
れ
ら
の
自
己
評
価
得
点
の
過
大
評
価
は
、
自
己
防

衛
機
制
を
媒
介
し
た
評
定
者
の
意
識
的
、
無
意
識
的
な

自
己
正
当
化
・
合
理
化
の
結
果
と
解
釈
で
き
よ
う
。
」

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
に
お
い
て
も
同
様

の
結
果
が
得
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
（
表
－
５
、

④
－
「
組
織
の
決
定
に
影
響
力
の
な
い
課
長
」
の
自
己

　
　
評
価
は
、
係
長
の
評
価
よ
り
も
高
い

　
つ
ぎ
に
「
組
織
の
決
定
に
影
響
力
の
な
い
課
長
グ
ル
ー

プ
」
に
見
ら
れ
た
特
徴
は
、
自
己
評
価
が
部
下
に
よ
る

他
人
評
価
よ
り
も
高
い
評
価
を
付
け
た
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
部
下
で
あ
る
係
長
に
よ
る
課
長
の
評
価
の
全

平
均
得
点
が
二
・
四
六
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
課
長
自

身
に
よ
る
自
己
評
価
得
点
の
全
平
均
得
点
の
方
が
三
・

八
五
と
高
い
こ
と
で
あ
る
。
「
業
績
志
向
度
」
の
質
問

に
つ
い
て
も
「
組
織
維
持
志
向
度
」
の
質
問
に
つ
い
て

も
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
第
二
の
特
徴
は
「
組
織
の
決
定
に
影
響
力
の
な
い
課

長
グ
ル
ー
プ
」
直
属
の
係
長
に
よ
る
「
業
績
志
向
度
」

及
び
「
組
織
維
持
志
向
度
」
の
質
問
項
目
の
平
均
得
点

も
、
共
に
全
係
長
か
ら
得
ら
れ
た
そ
れ
ら
の
平
均
得
点

よ
り
低
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
（
表
－
３
、
４
、
図
－
４
）
。

　
全
体
を
通
し
て
ほ
ぼ
い
え
る
こ
と
を
ま
と
め
る
と

①
「
組
織
の
決
定
に
影
響
力
の
あ
る
課
長
グ
ル
ー
プ
」

に
属
す
る
課
長
は
自
己
の
行
動
を
過
小
評
価
す
る
傾
向

が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
特
に
強
く
指
摘
し
た
い
重
要
な
結

果
で
あ
る
。
表
-
１
　
で
わ
か
る
通
り
係
長
に
よ
る

部
下
評
価
の
平
均
よ
り
も
自
己
評
価
の
平
均
の
ほ
う
が

〇
・
四
〇
〇
ポ
イ
ン
ト
低
く
な
っ
て
い
る
。
先
ほ
ど
示

し
た
通
り
、
通
常
は
自
己
評
価
の
ほ
う
が
部
下
評
価
よ

り
も
高
く
な
る
傾
向
か
あ
る
こ
と
か
ら
も
特
徴
の
あ
る

結
果
と
な
っ
た
。

　
自
分
に
対
し
て
厳
し
い
姿
勢
、
あ
る
い
は
非
常
に
謙

虚
な
姿
勢
が
「
組
織
の
決
定
に
影
響
力
の
あ
る
課
長
グ

ル
ー
プ
」
に
は
う
か
が
え
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
「
組
織
の
決
定
に
影
響
力
の
な
い
課

長
グ
ル
ー
プ
」
に
属
す
る
課
長
は
か
な
り
自
己
を
過
大

評
価
し
て
い
た
。
表
-
３
、
４
で
わ
か
る
通
り
、

係
長
に
よ
る
部
下
評
価
の
平
均
よ
り
も
自
己
評
価
の
平

均
の
ほ
う
が
一
・
三
九
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
民
間
企
業
を
調
査
対
象
に
し
た
前
述
の

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
行
動
の
科
学
」
の
一
九
七
〇
年
と

一
九
七
二
年
の
調
査
等
か
ら
は
、
「
自
己
評
価
」
は

「
部
下
評
価
」
を
上
回
る
の
が
当
然
で
あ
る
か
の
よ
う

な
結
論
が
導
か
れ
て
い
る
。
ま
た
今
回
の
調
査
の
な
か

で
も
全
課
長
と
全
係
長
と
の
比
較
で
は
「
自
己
評
価
」

は
確
か
に
「
部
下
評
価
」
を
上
回
っ
て
い
る
結
果
を
得

た
（
表
-
５
、
６
、
図
－
３
）
。
企
業
で
お
こ
な
わ
れ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
同
様
の
結
果
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
に
、
行
政
の
「
組
織
の
決
定
に
影
響
力
の

あ
る
課
長
グ
ル
ー
プ
」
こ
そ
特
徴
が
あ
る
の
で
あ
り

「
控
え
め
な
心
性
が
そ
の
特
徴
」
な
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
、
従
来
の
行
政
の
組
織
が
控
え
め
な
心
性
の
リ
ー

ダ
ー
を
求
め
て
い
た
も
の
、
と
私
は
推
測
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
私
の
推
測
の
域
を
で
な

い
も
の
で
あ
る
た
め
、
現
在
、
横
浜
市
立
大
学
情
報
処

理
教
育
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
各
回
答
間
の
相

関
関
係
の
分
析
を
す
す
め
て
い
る
。
こ
の
相
関
分
析
に

よ
っ
て
一
層
精
密
な
調
査
結
果
の
分
析
が
お
こ
な
え
る

も
の
、
と
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
分
析
結
果

を
発
表
し
た
い
、
と
考
え
て
い
る
。

②
「
組
織
の
決
定
に
影
響
力
の
あ
る
課
長
グ
ル
ー
プ
」

に
属
す
る
課
長
は
、
「
業
績
志
向
度
」
も
「
組
織
維
持

志
向
度
」
も
平
均
よ
り
高
か
っ
た
。

　
「
組
織
の
決
定
に
影
響
力
の
な
い
課
長
グ
ル
ー
プ
」

に
属
す
る
課
長
は
「
業
績
志
向
度
」
も
「
組
織
維
持
志

向
度
」
も
共
に
平
均
よ
り
低
か
っ
た
。

　
こ
れ
は
、
三
隅
二
不
二
氏
に
よ
る
「
Ｐ
Ｍ
理
論
」
を

裏
付
け
る
結
果
と
な
っ
た
。
「
業
績
志
向
度
」
つ
ま
り

課
題
達
成
に
志
向
し
た
機
能
次
元
と
し
て
の
「
Ｐ
機
能
」

（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
頭
文
字
）
　
（
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
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卜
に
お
け
る
Ｑ
１
～
Q
1
2
）
と
、
「
組
織
維
持
志
向
度
」

つ
ま
り
集
団
維
持
に
志
向
し
た
機
能
次
元
と
し
て
の

「
Ｍ
機
能
」
　
（
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
頭
文
字
）
　
（
今
回

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
け
る
Q
1
3
～
Q
2
2
）
を
区
分
し
、

こ
の
Ｐ
と
Ｍ
の
集
団
機
能
概
念
に
よ
っ
て
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
行
動
類
型
化
を
試
み
た
の
が
「
Ｐ
Ｍ
理
論
」

で
あ
る
。

　
①
Ｐ
機
能
に
志
向
し
た
リ
ー
ダ
ー
の
行
動
は
、
職
務

遂
行
上
の
指
示
や
指
導
に
重
点
を
置
く
生
産
中
心
的
、

仕
事
中
心
的
な
監
督
行
動
で
あ
る
。

　
②
Ｍ
機
能
に
志
向
し
た
り
Ｉ
ダ
ー
の
行
動
は
、
人
間

関
係
に
生
じ
た
緊
張
を
解
消
し
、
部
下
に
激
務
と
支
持

を
あ
た
え
、
成
員
の
友
好
的
相
互
依
存
性
を
増
大
さ
せ

る
よ
う
な
人
間
関
係
中
心
的
な
監
督
行
動
で
あ
る
。

図‐５　PM理論によるリーダーシップ類型

　
実
証
研
究
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
平
均
得
点
に
よ
っ
て

線
引
き
を
お
こ
な
い
類
型
化
す
る
。

　
　
「
Ｐ
ｍ
型
」
は
、
Ｐ
機
能
中
心
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

で
あ
り
、
「
ｐ
Ｍ
型
」
は
Ｍ
機
能
中
心
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
で
あ
る
。
両
機
能
と
も
に
尊
重
し
な
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
は
、
「
ｐ
ｍ
型
」
で
あ
る
。

　
両
機
能
を
と
も
に
志
向
す
る
「
Ｐ
Ｍ
型
」
は
集
団
や

組
織
に
と
っ
て
最
も
望
ま
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
両
機
能
と
も
に
志
向
度
の
低
い
「
ｐ
ｍ
型
」
は
最

も
望
ま
し
く
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
　
「
組
織
の
決
定
に
影
響
力
の
あ
る
課
長
グ
ル
ー
プ
」

に
属
す
る
課
長
は
、
「
業
績
志
向
度
」
　
（
Ｐ
機
能
）
も

「
組
織
維
持
志
向
度
」
　
（
Ｍ
機
能
）
も
平
均
よ
り
高
い

「
Ｐ
Ｍ
型
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
「
組
織
の
決
定
に
影
響
力
の
な
い
課
長
グ
ル
ー
プ
」

に
属
す
る
課
長
は
「
業
績
志
向
度
」
　
（
Ｐ
機
能
）
も

「
組
織
維
持
志
向
度
」
　
（
Ｍ
機
能
）
も
共
に
平
均
よ
り

低
い
「
ｐ
ｍ
型
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
三
隅
氏
は
、
か
つ
て
「
Ｐ
Ｍ
理
論
」
の
実
証
研
究
の

一
つ
と
し
て
地
方
自
治
体
の
管
理
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
も
お
こ
な
っ
て
い
た
（
前
掲
書
参
照
の
こ
と
）
。

　
そ
の
と
き
に
も
、
企
業
だ
け
で
は
な
く
自
治
体
の
管

理
者
に
も
「
Ｐ
Ｍ
理
論
」
は
有
効
で
あ
る
こ
と
は
実
証

さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
当
然
の
結
論
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
あ
ら
た
め
て
実
証
さ
れ
た
こ
と
に
価
値
が
あ

③
「
組
織
の
決
定
に
影
響
力
の
な
い
課
長
グ
ル
ー
プ
」

の
課
長
自
身
の
自
己
評
価
は
、
Ｑ
３
の
「
部
下
に
仕
事

を
与
え
る
と
き
に
期
限
を
明
確
に
す
る
か
」
で
平
均
が

五
・
〇
、
Ｑ
８
の
「
普
段
と
違
っ
た
処
置
が
必
要
と
な
っ

た
と
き
臨
機
応
変
の
処
置
を
と
る
か
」
で
平
均
四
・
九

と
課
長
全
体
の
な
か
で
も
突
出
し
て
高
い
自
己
評
価
を

し
て
い
る
。

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
直
属
課
長
の
平
均
は
、
Ｑ
３
は
二
・

六
で
あ
り
開
差
は
二
・
四
ポ
イ
ン
ト
に
も
な
る
。
ま
た

Ｑ
８
の
直
属
係
長
の
評
価
は
二
・
三
で
あ
り
開
差
は
二
・

六
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
二
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
開
差
が
あ
っ

た
の
は
こ
の
二
つ
だ
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
課
長
、
係
長

間
の
認
識
の
開
き
が
特
に
大
き
い
項
目
で
あ
り
、
「
組

織
の
決
定
に
影
響
力
の
な
い
課
長
」
の
際
だ
っ
た
特
徴

を
示
し
て
い
る
（
図
－
４
）
。

　
今
回
の
発
表
し
た
結
果
だ
け
か
ら
は
論
証
で
き
な
い

も
の
の
「
組
織
の
決
定
に
影
響
力
の
な
い
課
長
」
が
な

ぜ
組
織
の
決
定
に
影
響
力
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
か
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
推

測
し
て
い
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
現
在
す
す
め
て
い
る
各
質
問

間
の
相
関
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
ら
か

に
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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お
わ
り
に

　
今
後
の
研
究
で
は
、
地
方
自
治
体
の
管
理
者
に
お
け

る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
一
定
の
成
果

に
も
と
づ
い
て
「
地
方
自
治
体
と
い
う
経
営
組
織
の
活

性
化
」
を
す
す
め
る
た
め
の
効
果
的
な
処
方
箋
を
模
索

し
て
い
く
。

　
本
件
急
派
、
一
九
八
九
年
度
に
横
浜
市
立
大
学
大
学

院
経
営
学
研
究
科
修
士
課
程
に
社
会
人
入
学
し
て
、
お

こ
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
今
回
の
中
間
報
告

は
、
調
査
に
お
つ
き
あ
い
い
た
だ
い
た
方
々
へ
の
報
告

の
た
め
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ご
多
忙
中
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
協
力
い
た
だ
い
た
課
長
・
係
長
。

い
つ
も
厳
し
い
指
導
で
、
激
励
し
て
く
だ
さ
る
経
営
組

織
論
担
当
の
柴
田
悟
一
教
授
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が

い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
＜
都
市
計
画
局
計
画
指
導
部
土
地
対
策
課
＞
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